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要約：本研究の目的は，都立高校の女性校長におけるキャリア形成過程を検討することである。先行調査か
らは近年の女性躍進の動きにかかわらず，中等教育学校段階で女性管理職数が少ないことが判明した。本研
究では女性校長 2 名，男性校長 2 名の計 4 名に面接調査を実施し，5 つの質問項目（ターニングポイント，
自己開発，個人生活，後輩への助言，キャリアアップと力量形成）に対する女性校長の回答を男性校長との













A 選考（指導主事），B 選考（教頭）ともに倍率が 2 倍を切


























　2016 年 3 月に内閣官房が公表した『日本再興戦略改訂
2015』によれば，この 2～3 年で女性の活躍が飛躍的に進
んだことが示されている。例えば女性の就業者数は 3 年間
で 100 万人以上増加し，最近 2 年間では日本政府の女性幹
部職員（本省審議官級以上）は 16 名から 30 名に倍増した。




性の割合は，小学校 62.3％がここ 10 数年は安定的であり，













は概ね 15 校に 1 校が女性校長となる。この割合（約 6.6％）
は，2014 年における管理的職業従事者に占める女性の割

























歴を注視してきた 4 名（男女校長各 2 名）がインフォーマ
ントである。本研究では先述した問題意識から女性校長 2
































く含まれている，表 1 の下線部分②，④，⑦，⑨，⑩の 5
項目を分析対象とした。
　調査結果の分析方法は 2 種類で構成した。1 つは経歴年
表である。経歴年表はインフォーマント 4 名の約 30 年の
教員人生（life course）を，所属校での職階・分掌・研修な




を客観化・対象化し個人の life history まで解釈可能にさ
せる。さらにインフォーマント 4 名が所属する世代（教員
コホート）の歴史も浮き彫りにする9）。
　女性校長 2 名との比較のため，男性校長 2 名の経歴年表




歳で教頭となる。2 校 7 年間の後，ともに 56 歳で校長に























逐語録を整理した 10 頁程度の研究テクスト 4 冊である。



















たい」，2 校目で N 校長に出会い，「こういう校長だったら
自分でもなれる」と意思を固めた。D 氏は 30 代後半の教
育研究員（保健体育・特別活動）の経験を理由に，「自分
も一つの学校を経営したい」と意思表示している。O 氏は













と姿勢を Q 校長が見通していた（資料 2 の下線部分）と言















































































































し，女性校長は教員集団の多様性（Y 氏，資料 5 の下線部
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A Case Study of Women’s Career Progression for 
Becoming Principals of Tokyo Metropolitan 
High Schools : A Comparison with Men
By
Ryusei Kiuchi*
(Received February 21, 2017/Accepted April 21, 2017)
Summary：The purpose of this case study is to consider women’s career progression for becoming 
principals of Tokyo Metropolitan High Schools.  In spite of the fact that career women increased recently, 
other studies have demonstrated there are not enough women in education management in secondary 
education schools.  An interview survey was put into effect for 4 informants.  The informants are 2 
female principals and 2 male principals.  The answers of female principals to 5 questions （turning points, 
self-development, private life, advice to subordinates, and relation between the career progression and 
professional development as a teacher） was analyzed in comparison with male principals.  As a result, 
some conditions that it should be settled were pointed out : childbearing and child-rearing in the 20 or 30 
year old generation ; expansion of viewpoint ; experience of an important post ; encounter with a mentor 
in the 40 year old generation ; and creating strong and resilient cooperation with colleagues in the 50 
year old generation.
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